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学校ホームページアドレス http://www.shimabara-h.ed.jp/ 

１１日（土）土曜講座（３年） 

１５日（水）島高青楓塾・心に響く人生の達人セミナー 

１８日（土）土曜講座（３年） 

２１日（火）消費者教育（１年） 

２４日（金）修学旅行結団式・考査時間割発表（２年） 

２５日（土）全統マーク（３年）～11/26 

島 P 連秋季研修会（南風楼） 

２６日（日）修学旅行（２年Ａ）～11/30 

２７日（月）２年Ｂ振替(12/2) 

２８日（火）修学旅行（２年Ｂ）～12/2 

３０日（木）考査時間割発表（１年） 

      部活動休止～12/11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年生 「地域講師特別講義」 

文理探究科主任 松永 俊 

 
１０月１２日（木）、５・６校時、南島原市、雲仙市、島原鉄道、天洋丸、南高愛隣会、

いろはや、竹田かたつむり農園、島原国際日本語学校より講師を招き、島原半島の地域課題
について、それぞれの取り組みや思いを聞いて学びました。 

 

 
 

  

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
１日（水）開校記念日 

２日（木）県高校駅伝大会 

３日（金）文化の日、大学別プレ(３年) 

４日（土）進研実力テスト（１・２年） 

     大学別プレ（３年） 

５日（日）進研実力テスト（２年） 

 ６日（月）チャレンジ講座休止（１・２年） 

 ７日（火）理数科課題研究中間発表 

      公開授業日 

 ８日（水）人権同和教育 

 ９日（木）表彰伝達式、進路講演会（３年） 

 

 

 

高大連携事業出前講座 
 

進路指導部 荒木健輔 
 

１０月６日（金）長崎大学と鎮西学院大学から１５名の先生方

をお招きして、大学紹介と模擬講義を実施していただきました。

大学での学問や大学の最先端の研究などの一端に触れることで、

新たな視点の獲得や、大学進学への意識向上につながったようで

す。生徒の感想の中には「中学・高校とは異なる環境を実感し

た」「入試について考えさせられた」「大学と産業界と自治体が

関わっていることに驚いた」などがありました。今回の講座での

経験を積み重ねて、自分の将来を具体的にイメージし、その未来

に向かって力を注いでほしいと思います。 

島高だより 
平成 2７年５月号 
（通巻第 110 号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

職員室から 

島高だより 
令和５年１０月号 
（通巻第 211号） 

長崎県立島原高等学校 
編集：研修広報部 

研修広報部主任 森﨑 悟 

一人一台タブレットの配付や、身の回りの IoT 化など情報化社会の到来を皆さんたちも

実感しているのではないでしょうか。そして、ChatGPT をはじめ多くの AI が世の中に出て

きています。便利なものは実は危険性も併せ持ちます。今回は ChatGPTを乱用する危険性に

ついていくつか述べようと思います。 

１．思考力の低下: ChatGPT を使って簡単に回答を得られることで、問題解決能力や論理的思考力が

鈍化する可能性があります。自分で考えるよりも手軽に情報を得ることができるため、自己探求の意

欲が低下するおそれがあります。 

２．創造性の減少: 自分のアイディアや創造的な発想を持つことが減少する恐れがあります。ChatGPT

が提供する回答に依存しすぎることで、自身の発想やアイディアの醸成がおろそかになる可能性があ

ります。 

３．文章作成能力の低下: ChatGPT を使って文章を生成することが簡単であるため、自分で文章を考

える練習を怠る可能性があります。文章作成能力の向上には、実際に自分で考え、表現する練習が必

要です。 

１～３の文章は ChatGPT が作成しました。 

AIの危険性を認識することで、AI に振り回されることなく、有効に利用できる人材になって欲しい

と思います。                             

AI（ChatGPT）の利用と危険性 

青き楓

３年生 激励会 
３学年主任 村上 嘉則 

１０月５日（木）、本校体育館において PTA 会長の金子様、

進路対策委員長の松本様をお迎えして、100 日後に迫った「大

学入学共通テスト」に向けた激励会を開いていただきました。

残り 100 日という節目のときに激励をいただき、生徒・教職

員ともに、何が何でも第一志望校の「合格」をつかみ取ろうと

いう思いを強くしました。また、１・２年生からは激励の言葉

を記した色紙とともに励ましの言葉をいただき、その後３年生

各クラスの代表が決意表明をしました。生徒たちはこの気持ち

を最後まで忘れずに、進路実現に向けて一生懸命に取り組んで

くれると思います。引き続き応援よろしくお願い致します。 

 

 
11月の主な行事予定  

しおりの贈呈 

生徒代表激励のことば 


